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社会福祉法人尾花沢市社会福祉協議会

北郷地区

いきいきサロン(H29■ 1.21)

「民謡・三味線・尺八のかかし」様による演奏と

唄のポランティアが行われました。参加者も歌わせ

ていただき、とても楽しい1日 となりました。

高橋。中刈・矢越地区

いきいきサロンおきなの会 (H29■ 1.2)

音楽講師2名から「音楽で心と体をほぐしましょ
う」をテーマに音楽を交えた体操をしていただきま

した。

平成30年 3月 31日発行

編集発行
社会福祉法人

尾花沢市社会福祉協議会
〒999-4224

尾花沢市新町3-2-5

■L02衝こ

"-1092     QRコ

ード

ホームページ www.Obanazawa― syakyO.jp

荒町地区

いきいきサロン(H29.11.17)

山形市在住の丼上太氏より「呑百笑燦で人生たC
しく」のテーマで講演をしていただきました。会

=は笑いに包まれていました。

正厳地区

八ッピーのぞみ会 (H29.10.26)

正厳公民館において、地域包括支援センター |ニ メ

るオレンジカフェを行い、認矢□症予防についてC■
話をしていただきました。
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地域福祉推進事業、赤い羽根共同募金配分事業 ふれあい・いきいきサロン「なかよしお茶のみ会」
が開催されております。

約 3人に 1人が65歳以上の高齢者となつてきているため、高齢者の方々の安否確認や支援活動が大
変重要になつてきている昨今、市の助成と赤い羽根共同募金の配分金を受け、高齢者の交流・親睦の
場としてのふれあい。いきいきサロン「なかよしお茶のみ会」が各地で開催され、お互いに励まし合
いたすけあいのできる地域づくり、福祉のまちづくりを目指しています。
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′この広報紙には、赤い羽根共同募金の配分金が使われています
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栞電募金の使いみちについては赤い羽根データベース「はねつと」からも
こ買いただけます。http://www.akalhane.or.lp/
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の
実
績
報
告

昨
年
の
十
月
に
実
施
い
た
し
ま
し
た

「赤
い
羽
根
共
同
募
金
」
の
ご
協
力
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
意
し
た
。
実
績
を
市

民
の
皆
様
へ
ご
報
告
い
た
し
ま
す
。

全
額
を
山
形
県
共
同
募
金
会
へ
送
金

し
、
平
成
三
十
年
度
に
県
内
の
福
祉
施

設
の
建
設

・
増
改
築
費
や
社
協
、
あ
る

い
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
な
ど
の
事
業

費
と
し
て
配
分
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。
尚
、
赤
い
羽
根
共
同
募
金
の
３
％

は
災
害
準
備
金
と
し
て
積
立
て
ら
れ
、

被
災
地
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
等
に
役

立
て
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

あ
じ

の
実
績
報
告

昨
年
十
二
月
に
実
施
い
た
し
ま
し
た

「歳
末
た
す
け
あ
い
運
動
」
の
ご
協
力

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

頂
い
た
ご
寄
付
は
配
分
委
員
会
の
協

議
を
経
て
、
支
援
の
必
要
な
対
象
世
帯

へ
義
援
金
と
し
て
お
届
け
い
た
し
ま
し

た
。

こ
の
度
市
内
の
企
業
様
の
ご
厚
意
に

よ
り
、
尾
花
沢
市
社
会
福
祉
協
議
会
の

賛
助
会
費
を
納
め
て
頂
き
ま
し
た
の
で

ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。
賛
助
会
費
は
主

に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
推
進
、
心
配

ご
と
相
談
所
事
業
、
児
童
生
徒
の
福
祉

体
験
学
習
や
広
報
誌
の
発
行
等
に
有
効

に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
き
し
た
。

（敬
称
略

・
順
不
同
）

◆
株
式
会
社

友
企
画

・
平
安
堂
セ
レ

モ
ニ
ー
ホ
ー
ル

◇
株
式
会
社

お
―
ば
ん

◆
株
式
会
社

文
長

◆
中
華
料
理

竹
八

◆
大
金
電
子
工
業

株
式
会
社

◆
大
山
建
設

株
式
会
社

◆
有
限
会
社

斎
藤
自
動
車
整
備
工
場

◆
奥
田
自
動
車

有
限
会
社

◆
こ
と
ぶ
き
建
設

株
式
会
社

◇
有
限
会
社

問
宮
石
材

◆
ツ
ル
ケ
ン

株
式
会
社

●
加
藤
自
動
車

株
式
会
社

株
式
会
社

矢
作
組

本
間
建
設

株
式
会
社

◇
エ
ム
テ
ッ
ク
ス
マ
ツ
ム
ラ

株
式
会

社

尾
花
沢
事
業
所

◇
株
式
会
社

菅
野
電
設

◇
株
式
会
社

協
和
製
作
所

◇
株
式
会
社

富
士
ス
ポ
ー
ツ

◇
株
式
会
社

成
和
技
術

◇
株
式
会
社

大
類
兄
弟
商
会
、

◇
株
式
会
社

尾
花
沢
タ
ク
シ
ー

巫鏃重釉凸

必 鱚霙予

ー

◇
株
式
会
社

◇
株
式
会
社

◇
株
式
会
社

◇
株
式
会
社

◇
有
限
会
社

◇
有
限
会
社

マ
ル
ニ
シ

明
友
伊
助
商
店

柴
崎
薬
局

ま
る
き
ん

柴
崎
建
設

キ
酔

ｆ
　
〓
一■
´

◇
株
式
会
社

は
な
が
さ
建
設

◇
山
形
日
産
自
動
車
株
式
会
社

大
石

田
尾
花
沢
店

◇
柏
屋
食
堂

◇
有
限
会
社

尾
花
沢
電
気
工
事

◇
株
式
会
社

製
麺
星
川

◇
有
限
会
社

ス
カ
イ
フ
ァ
ー
ム
お
ざ
き

◇
有
限
会
社

あ
べ
農
園

◇
三
共
開
発

株
式
会
社

◇
有
限
会
社

寒
月
堂

◇
有
限
会
社

ま
つ
も
と

◇
株
式
会
社

山
形
銀
行

尾
花
沢
支
店

◇
山
形
ダ
イ
ハ
ツ
販
売

株
式
会
社

尾

花
沢
店

◇
い
か
け
や

戸別募金
(各世帯の封筒募金に
よる寄付金)

2,192,222円

職域募金
(市役所各課、公民館、
社会福祉協議会)

35,647円

その他 2,000円

平成29年度
の実績額
(合計金額 )

2,229,869円

寄付金
1,475,304FI]

戸別募金

その他

1,474,871F[

433円

酉己分金事務経費
1,475,304円

たすけあい配分金   1,472,500円 (67世帯)
(内訳)単身老人世帯  881,500円 (43世帯)
老夫婦世帯    78,000円 (3世帯)
障がい者世帯   273,500円 (12世帯)
母子・父子世帯  193,000円 (7世帯)
生活困窮―般世帯 46,500円 (2世帯)

事務経費  2,804円
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皆
様
よ
り
温
か
い
真
心
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
の
で
、

ご
報
告
い
た
し
志
す
。
尚
、
寄
付
金
に
つ
き
ま
し
て

は
福
祉
基
金
に
全
額
を
積
み
立
て
、
こ
れ
か
ら
の
地

域
福
祉
活
動
に
役
立
て
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
意
し
た
。

尾
花
沢
地
区
婦
人
会
様
　
金
４
３
，
７
６
２
円

閉
友
企
画
（平
安
堂
）様
　
金
１
５
０
，
０
０
０
円

菅
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
商
会
様
よ
リ
タ
オ
ル
と
シ
ー
ツ
、

尾
花
沢
市
保
健
委
員
協
議
会
様

・
尾
花
沢
市
遺
族
会

連
合
会
女
性
部
様

。
間
宮
義
子
様
よ
リ
タ
オ
ル
、
高

橋
二
朗
様

・
佐
藤
喜
美
子
様
よ
り
介
護
用
品
、
尾
崎

芳
子
様
よ
り
お
手
玉
と
マ
フ
ラ
ー
を
寄
贈
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

き
た
大
類
よ
つ

子
様
よ
り
尾
花
沢

市
民
歌

「夢
を
語

ろ
う
」
の
額
を
寄

贈
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
重
ね
て

お
礼
申
し
上
げ
志

す
。

歌

た

民

し

市

ま

沢

き

花

だ

尾

た

り

い

よ

て

様

し

子

贈
つ
［奇

よ

を

類

額

大

の

尾花沢地区婦人会様

閉友企画(平安堂)様

0

平
成
３０
年
３
月
２４
日
（土
）
サ
ル
ナ
ー
ト
コ
ン
ベ
ン

シ
∃
ン
ホ
ー
ル
に
お
い
て
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
は
な
が
さ
創

立
１０
周
年
記
念
事
業

。
第
４
回
市
民
手
づ
く
り
の
福

祉
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
〈
フ
回
は
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
は
な
が
さ
功
績
者
と
永
年
勤
続
表
彰
が
４
名
４
団

体
、
尾
花
沢
市
社
会
福
祉
協
議
会
会
長
表
彰
と
し
て

６
名
２
団
体
の
方
が
表
彰
さ
れ
た
後
に
、
ピ
ア
ノ
や

花
笠
踊
り
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
意
し
た
。

ま
た
書
家
の
金
澤
泰
子
様
よ
り

「ダ
ウ
ン
症
の
娘

と
共
に
生
き
て
」
の
記
念
講
演
が
行
わ
れ
志
し
た
。

市
民
の
皆
様
、
関
係
者
様
よ
り
多
数
の
ご
参
加
を
い

た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
福
祉
大
会
に

つ
い
て
は
尾
花
沢
市
社
会
福
祉
協
議
会
ホ
ー
ム
ベ
ー

ジ
か
ら
も
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。
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～
会
員
募
集
～

″
つ
な
こ
う
人
の
輪
、
守
ろ
う
地
域
の
輸
″

学
習
支
援
事
業
も
３
年
目
を
迎
え
、
登
録
生
徒
数

も
２０
名
を
超
え
、
順
調
に
推

移
し
て
お
り
ま
す
。
年
２
回

の
学
習
参
観
ス
タ
ッ
フ
と
の

意
見
交
換
会
を
は
じ
め
、
全

員
で
ゲ
ー
ム
や
ク
イ
ズ
等
で

お
楽
し
み
会
も
実
施
し
て
お

り
志
す
。

し
か
し
全
国
的
に
母
子
家

庭
が
増
加
し
て
い
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
会
員
の
高
齢

化
に
伴
い
、
新
規
会
員
加
入
促
進
に
有
効
な
手
立
て

が
見
い
だ
せ
な
い
状
況
が
続
い
て
お
り
ま
す
。

そ
の
た
め
今
回
３０
年
度
全
国
統

一
テ
ー
マ

「
つ
な

ご
う
人
の
輪
、
守
ろ
う
地
域
の
輪
」
の
も
と
、
地
域

社
会
に
根
差
し
た
組
織
作
り
の
強
化
と
魅
力
あ
る
各

種
事
業
を
実
施
し
て
参
る
所
存
で
す
の
で
、
ぜ
ひ

一

緒
に
活
動
し
ま
し
よ
う
。

尚
次
の
事
業
を
実
施
し

て
お
り
ま
す
。

市
母
子
会

（
一
泊
研
修
旅
行
、
ア
レ

ン
ジ
フ
ラ
ワ
ー
教
室
、

貸
付
事
業
　
他
）

県
母
子
連

（家
族
旅
行
、
リ
ナ
ワ
ー

ル
ド
　
他
）

連
絡
先
　
西
塚
憲
子

電
話

０

９

０
１

４

４

７
８
１

５
４

８

６

年
会
費
　
１
２
０
０
円

等

母子会交流事業アレンジフラワー教室
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安心して住める地域づくりのため、H30年 1月より、地域包括支援センターに  .
生活支援コーディネーター・認知症地域支援推進員が配置されました。壼

:

住民主体による生活支援・介護予防サービスの充実
が図られ、住民の方それぞれが役割を持ち活躍できる

身近な地域での支え合いを推進していきます。

*資源開発
*ネットワークの構築
*二一ズと取り組みのマッチング

認知症になつても本人の意思が尊重され、住み慣れ

た地域で暮らし続けられる支援体制の構築や、仕組み

作りを支援していきます。

*医療・介護等の支援ネットワーク
*認知症対応力向上のための支援
*相談・支援体制の構築

鱚瞑.鼈‐
圭

『総合相談』毎週水曜日、午前10時～午後2時 (祝日を除く)
行政相談委員や民生委員、保護司、学識経験者としてもご活躍される

総合相談員が、あらゆる心配ごとのご相談に応じ意す。

毎週水曜日は相談経験豊富な総含相談員が、週替わりで

ご相談に応じます。  お気軽にお越しください

『専門相談』毎月第3水曜日、午前10時～午後3時 (祝日 08月・12月 を除く)
法律相談は午後1時～3時ですが、1時 30分ごろまでにお越しください。

弁護士、行政相談委員、人権擁護委員、総合相談員がご相談に応じます。

『常設相談』月曜～金曜日、祝日を除く (午前8時 30分～午後5時 )
社協職員がご相談に応じます。

≪このような方に

利用していただいています≫

高齢者や知的障がい、精

神障がいのある方などでお

金の管理や引き出しができ

ないなど日常生活に不安の

ある方です。施設や病院に

入所・入院している方でも

利用でき意す。また療育手

帳や精神障がい者保健福祉

手帳を持つている方、認知

症等の診断を受けている方

に限つたものではありませ

ん。

利用料  1回  1,500円
(1時間程度、交通費を含みます)

厖璽ヨ1尾花沢市社会福祉協議会~~~・
 電話 22-1092
(市老人福祉センター東光館 )

≪次のような

お手伝いができます≫

福祉サービス利用のお手伝い

(利用料を支払う手続き、

日常生活上に必要な事務的

な手続き)

日常的な金銭管理のお手伝い

(年金・福祉手当・生活費

の引き出しや公共料金・税

金などの支払い 。□座引き

落としの手続き、日用品等

の購入代金を支払う手続き)

大切な書類のお預かり

(通帳、印鑑、年金証書など)

高
齢
者
や

一障
害
の
あ
る
方
へ

ま
預か つ

通帳や

書類 な どを

|ま しし

、ヽ.ヽ._‐F

■ お金あ三

1支 払いや |
1手 続きを |
ヽして|まししヽ

「・ ‐‐・●・ __.■ ド

会
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